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一般国道１６１号湖北バイパス
Ｌ＝２．６ｋｍの開通について

件 名 平成1 3 年１２月１０日（月）１１時より開通式典を開催
同 日 １５時より開通します

これによりバイパス部８．３ｋｍ全線が暫定２車線で完成とな
ります

取り扱い

近畿建設記者クラブ、 大手前記者クラブ、
滋賀県政記者クラブ 、今津記者クラブ

配布場所 神戸海運記者クラブ、神戸民放記者クラブ、みなと記者クラブ
所属で資料が必要な方は「近畿地方記者クラブの清水（０６－
６９４２－１１４１内線２８１１）問い合わせ願います。

近畿地方整備局 滋賀国道工事事務所

副所長 福岡 彰 三
ふくおか しょうぞう

問い合わせ
総務課長 上家 誠一
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国土交通省近畿地方整備局滋賀国道工事事務所が事業を進めている一般国道１６１

号「湖北バイパス」の一部区間が平成１３年１２月１０日１５時に開通します。

当該区間の開通によりバイパス部８．３ｋｍが全線開通することになり、現国道

１６１号沿道の交通環境が改善されるとともに冬季の円滑な交通が確保されます。

一般車両の開通に先立ち、国土交通省 近畿地方整備局 滋賀国道工事事務所は、同

日１１時より開通式典を新設道路上において実施します。

１ 「湖北バイパス」について．

一般国道１６１号は湖西に位置し、北陸と近畿間を最短距離で連絡する主要な道路で

す。近年の沿線地域発展に伴う交通量の急激な増加、車両の大型化により沿道環境が低

下している状況です。このため湖北バイパスは、志賀バイパス、西大津バイパス等とと
こ ほ く し が にし おおつ

もに地域高規格道路（琵琶湖西縦貫道路）として整備をすすめています。

「湖北バイパス」は、高島郡マキノ町海津の現国道１６１号～今津町弘川（国道3 0
かいづ ひろかわ

3 号との交差点）に接続する延長1 0 .8 ｋｍのバイパスです。なお、当バイパスはすで

に、マキノ町蛭口から大沼ランプまでと日置前ランプから今津ランプまでを昭和5 5 年
ひるぐち おおぬま ひおきまえ い ま づ

1 2 月から平成1 0 年4 月にかけて順次開通しております(別添図参照))。

２．今回開通区間について

今回開通する区間は 湖北バイパス のうち町道大沼北浜線との交差部 大沼ランプ「 」 （ ）
おおぬまきたはま おおぬま

から県道藺生日置前線との交差部（日置前ランプ）の２．６ｋｍ区間で、湖北バイパス
いゆ ひおきまえ ひおきまえ

Ｌ＝１０．８ｋｍのうちバイパス部Ｌ＝８．３ｋｍ全線が繋がります。

さらに、マキノ町の沢交差点についても立体化されます。
さわ

３．開通式について

近畿地方整備局 滋賀国道工事事務所主催による開通式を平成1 3 年１２月１０日 月（ ）

１１時より日置前ランプ付近の新設道路において開催します(別紙参照)。
ひおきまえ

４．整備効果について

① 移動時間が短縮できます

マキノ町内から今津町内までの間、バイパスが繋がり時間が短縮されるとともに、緊

急車両の円滑な活動が図れます。
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② 沿道の交通環境が改善されます

国道１６１号の交通が分散され沿道の方々の通勤、買い物など日常生活の交通環境が

改善され安全に歩いたり自転車で走れるようになります。

③ 冬季の交通確保ができます

積雪時、狭隘区間では交通規制をしての除雪でしたが、バイパスは路肩も広く消雪設

備も設置され快適な通行ができます。

なお、当バイパス開通後の交通量等の変化などについては、後日調査を行い公表する

予定です。
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開通式典の開催について

式典は、近畿地方整備局 滋賀国道工事事務所が主催し、平成１３年１２月１０日（月）

午前１１時より、滋賀県高島郡今津町日置前（仮設会場）にてとり行います。
ひおきまえ

○ 名 称 一般国道１６１号湖北バイパス開通式
こほ く

○ 日 時 平成１３年１２月１０日（月） 午前１１時００分～

○開催場所 滋賀県高島郡今津町日置前 仮設会場
ひおきまえ

○開催内容 テープカット・くす玉開披

○ 主 催 国土交通省 近畿地方整備局 滋賀国道工事事務所
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参考

湖北バイパスの概要

１． 計画概要

(1 )起終点名 滋賀県高島郡マキノ町海津～今津町弘川
か い づ ひろかわ

今回開通区間 高島郡マキノ町大沼～今津町日置前
おおぬま ひ お き ま え

(2 )路線延長 １０．８ｋｍ

今回開通区間延長 ２．６ｋｍが開通

(3 )道路規格 第３種第１級

(4 )車 線 数 暫定２車線（完成４車線）

(5 )事業主体 国土交通省

２． 経緯

・昭和 ４７ 年度 調査

・昭和 ４８ 年度 事業化

・昭和 ４８ 年度 用地買収着手 （今回開通部は昭和５６年度から）

・昭和 ５１年 ５月 都市計画決定

・昭和 ５３ 年度 工事着手 （今回開通部は平成 ８年度から着手）

・昭和５５年１２月 一部開通

・平成7年4 月2 8 日 地域高規格道路（琵琶湖西縦貫道路）整備区間に指定
び わ こ に し じ ゅ う か ん ど う ろ

３． 事業費

約１８５億円（暫定２車線）８．３ｋｍ

（今回開通部 2 .6 km は約６７億円）


